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産業交流展ご紹介

来年度のイチオシポイント（予定）

■首都圏に事業所を有する個性溢れる中小企業の優れた技術や製品を、分野を超えて展示する国内最大級の総合見本市
■1998年の第1回開催以来、販路拡大による受発注の拡大、情報収集・情報交換などのビジネスチャンスを提供！
■日本各地の魅力ある企業が出展、全国連携ゾーンでの商談チャンスあり！主催者企画として体験型展示も実施！

産業交流展とは

2025年実績・アンケート結果

■2025年実績：出展者：約700社／来場者：12,000人以上

出展者アンケート

【出展者様からの声】
・出展料が安く、気軽に参加できた！
・出展者の交流会では貴重な意見を聞けた！
・特別商談会など商談の機会があった！

来場者アンケート

・来場者の約90％が

次回も来場したいと回答
【来場者様からの声】
・体験型のブースがあり、展示会を楽しめた！
・説明が分かりやすい企業があり、商談意欲が湧いた！
・実際に対面で話すことで、興味深い話題にも触れられた！
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全国連携全国連携

■出展対象の拡大
・出展企業のすそ野を広げ、企業間連携や交流を後押し
・全国各地からの来場も見込む

■交流会・特別商談会の実施
・ステージイベントと組み合わせた
交流会を開催

・出展者･バイヤー･来場者等の交流を促進

■日程：11月中旬を予定
■開催場所：東京ビッグサイト西展示棟1・2ホール、ア
トリウム
■出展対象
・首都圏の中小企業者等
(東京､埼玉､千葉､神奈川､茨城､栃木､群馬､山梨）

・全国の支援機関等推薦の企業
■出展料
中小企業・団体：77,000円
小規模企業・団体：55,000円

■今後のスケジュール
出展者受付6月上旬頃/来場者受付：10月上旬頃を予定
※詳細は産業交流展HP（https://www.sangyo-koryuten.tokyo/）に掲載予定

開催概要

・出展者の85%以上が商談実施

・そのうち約9割が進行中もしくは成立

など、様々な取組を実施予定！







たま未来･産業フェアの魅力

たま未来・産業フェアのご紹介

第３回開催概要

⚫ 優れた技術や製品の展示、出展企業や来場者の交流を通じたて、新たな連携とイノベーションを創出
⚫ 多摩地域で最大級の中小企業の展示会として、多摩地域や区部、近隣県から150社の多彩な企業が出展
⚫ 平日、土曜開催によりビジネスパーソンから地域住民など幅広い層が来場

たま未来･産業フェアとは

出展対象等（第３回）

第１回(R6.1) 第２回(R7.1) 第３回(R8.1)

出展数 147 140 14６

来場者数 7,717 7,749 8,013

ブース訪問者数

平均約100 社

• 来場者が想像以上に多く
かつ積極的

• 一般の方との交流ができ
る貴重な機会

会期前 会期中 会期後

• 出展者説明会､交流会
• 事前マッチング

• 特別商談会 ・交流会
• マッチングコンシェルジュ

• 振り返り報告会､交流会
• フォローアップセミナー

魅力① 多摩地域最大級の展示会来場者数8,013名

魅力②金・土開催により幅広い層にＰＲ可能

魅力③手厚い出展者サポート

次回も出展したいと答えた出展者 70.8 ％

また来場したいと答えた来場者 97.7 ％

会 場 ：東京たま未来メッセ ※八王子駅から徒歩５分

開催日 ： 令和８年１月３０日(金)､３１日(土)
10:00～17:00 ※31日は16:00まで

出展分野：ものづくり、ＤＸ･ＧＸ、くらし

開催報告書は近日公開予定。詳細はＷＥＢで→

① 東京都、埼玉県、神奈川県、山梨県のいずれかに
事業所を有する中小企業者であること
→多摩地域以外もＯＫ！

② 次の３分野のいずれかに該当すること
「もづくり」「ＤＸ･ＧＸ」「くらし」

③ イノベーション意欲がある企業

④ 出展無料！！！

次回､第４回開催の出展対象等については今後公表予定

【参考：第３回の出展募集は令和７年７月に開始】

条件等、第３回とは変更
となる場合があります。

（検討中が28.5％）



多摩地域の特徴多摩地域の特徴
多摩地域は、東京23区の西側にある30市町村からなる地域で、面積は東京都の

約半分を占め、人口は約430万人と東京都全体の約３分の１に相当します。
23区へのアクセスがよく、商業施設も多く立地している都心の利便性と、

高尾山や多摩川をはじめ、井の頭公園や国営昭和記念公園など街中にも
緑があふれる豊かな自然環境を併せ持つ地域だからこそ、

様々な観点からイノベーションを起こせる可能性を秘めています。

多摩地域は、東京23区の西側にある30市町村からなる地域で、面積は東京都の
約半分を占め、人口は約430万人と東京都全体の約３分の１に相当します。

23区へのアクセスがよく、商業施設も多く立地している都心の利便性と、
高尾山や多摩川をはじめ、井の頭公園や国営昭和記念公園など街中にも

緑があふれる豊かな自然環境を併せ持つ地域だからこそ、
様々な観点からイノベーションを起こせる可能性を秘めています。

産業の特徴② 優れた技術を持つ中小企業の集積産業の特徴② 優れた技術を持つ中小企業の集積

※出典:東京都「令和３年経済センサス - 活動調査報告(産業別集計 東京の製造業)」

多摩地域では、大規模工場が多数立地していた背景からものづくり産業が
発展しており、高い技術力を有する中小企業が集積しています。
多摩地域の製造品出荷額等は、2021年時点で約４兆１千億円であり、
都全体の約６割を占めています。

区部合計
43.1%

多摩
合計

56.9 %

製造品出荷額等
約４兆１千億円

産業の特徴① 充実した産業支援体制産業の特徴① 充実した産業支援体制
多摩地域には、中小企業の経営や技術開発、創業を支援する施設が
複数立地しています。
それぞれの企業の状況やニーズに応じた多様な支援メニューが提供
されています。

産業の特徴③ 教育 ・ 研究機関の集積産業の特徴③ 教育 ・ 研究機関の集積
東京都には全国の大学のおよそ18%が集中しています。
中でも多摩地域はその約1/3の43校の大学が集積するエリアです。
また、国立感染症研究所、宇宙航空研究開発機構（JAXA）、
国立天文台などをはじめ、多くの公的・民間研究機関が所在しています。

※出典:文部科学省「学校基本調査（2023年）」

多摩部 43 校
全国の5 %

区部97校
全国の 2 %

東京都以外

  82 %(646校)

東京都
8 %( 40校)

お問い合わせ先
多摩イノベーションエコシステム促進事業 事務局

 03-6213-1251 tama_innovation_ecosystem@tohmatsu.co.jp

多摩イノベーションエコシステム促進事業
多摩イノベーションエコシステム促進事業では、東京・多摩地域で、イノベーションを

起こし続ける好循環（エコシステム）を作ることを目指して、中小企業や大学・研究機関、
スタートアップ等の多様なプレイヤーが交流し連携を強める取組を展開しています。

多摩イノベーション
コミュニティ

多摩イノベーション
コミュニティ

ワークショップワークショップ 交流交流 マッチングマッチング

自治体
地域団体
自治体

地域団体

大企業大企業中小企業中小企業

大学・
研究機関

大学・
研究機関スタートアップスタートアップ

Webやイベント、展示会による
情報発信・PR

Webやイベント、展示会による
情報発信・PRワーク

ショップ
ワーク

ショップ

リーディング
プロジェクト
リーディング
プロジェクトビジネス

アイデア
ビジネス
アイデア



多摩イノベーションエコシステム
促進事業の取組

多摩地域の社会的な課題や企業の特徴等を捉え、９つの重点テーマ（健康・医療、環境・エネルギー、子ども・教育、
安心・安全、観光・レジャー、物流・モビリティ、コミュニティ活性化、ビジネスモデル改革、人材確保・育成）を設定
しています。 これらをテーマに複数プレイヤーが連携してプロジェクトを推進し、多摩地域の課題解決に向けた
イノベーション創出に取り組んでいます。　
※リーディングプロジェクトの選定事業者のみ対象

(1) ハンズオン支援
• PoCの準備から実行に関する

助言、連携先の紹介・調整等
• 専門家によるメンタリング

(2) 費用支援
• 検証費用を最大500万円

事業計画策定 （２年目支援）
(1) ハンズオン支援
• PoCを踏まえた課題整理
• 事業計画策定に向けた助言等
• 専門家によるメンタリング

(2) 費用支援
• 計画策定費用最大500万円

(1) 展示会出展支援
• ブースにおけるPRポイント整理
• 営業トークプランの検討
• ブース出展費用の補助
• 出展後の営業フォロー

販路開拓 （３年目支援）

多摩地域でイノベーション創出の取り組みを推進するための会員組織「多摩イノベーションコミュニティ」を2022年８月
から運営しており、参加企業は300（2024年９月時点）を超え、現在も更なる拡大を目指しています。 
コミュニティでは、会員向けのワークショップや交流会等の活動を通じて、多摩地域内外のプレイヤー同士の連携や
協業を生み出しています。

会員向けのイベント等を通じて、
活発に交流が行われています。
また、コミュニティ会員専用の
SNSによる交流や自社の
情報発信も可能ですので、
ぜひご活用ください。

コミュニティ会員の交流 ビジネス創出に向けたワークショップ等
大企業や自治体等が解決したい
課題を発表するリバースピッチや、
事業構想・アイデア創出などの
ビジネスの手法を学ぶワークショップ
に参加することができます。

会員間のマッチング
ワークショップでの議論や
イベントでの交流、事務局による
個別フォローなどによって、協業・
連携に向けたコミュニティ会員
同士のマッチングを促進します。

中小企業代表

ワークショップをきっかけに
交流が出来た企業と
リーディングプロジェクト
応募に向けて協業を
しています。

ビジネスアイデアの具現化
他社との連携によって、新たなビジネスを
生み出すための構想策定に向け、
伴走支援を受けることができます。
ワークショップで生まれたアイデアも、
この支援により形にすることが可能です。

※ ビジネスアイデア具現化支援選定プロジェクトのみ対象
　  (調査費用等に最大100万円支援)

Webサイトによる情報発信
Webサイトで最新情報をチェック！Webサイトへのアクセスは

＼ 　　 コチラから！ 　　／
Webサイトへのアクセスは

＼ 　　 コチラから！ 　　／

多摩エコ 検索https://tama-innovation-ecosystem.jp/

入会決定
4

申込書ご提出
事務局での審査

3
事務局から
正式な申込書送

2
事務局への
参加希望のご連絡

1
参加希望のご連絡は

＼ 　 コチラから！ 　／
参加希望のご連絡は

＼ 　 コチラから！ 　／

イベント・展示会イベント・展示会
多摩地域内外の企業だけでなく、地域の自治体や大学、研究機関、学生や住民の皆様など幅広い層に向けた
情報発信イベントを開催しておりますので、皆様ぜひご参加ください。
また、多摩地域最大級の展示会「たま未来・産業フェア」の開催なども行っています。 
さらに、多くのプレイヤーへ広く情報発信することを目的として、多摩地域内外の展示会にも出展しております。

イベント開催 （多摩地域イベント、学生イベント 等） 展示会開催 （たま未来・産業フェア） リーディングプロジェクトの取組紹介やイベントの開催・申し込み情報の発信、多摩地域の
イノベーションをリードする注目企業や高い技術力を有する企業のご紹介、多摩イノベーション
コミュニティについての発信や事務局からのお知らせなど様々な情報をホームページに掲載しています。

入会手順 会費無料！コミュニティ会員受付中東京都の蔵元の90％が集積している多摩地域において、
IoT技術を用いることで、酒造り工程における品質管理の
安定化やデータの自動取得技術による省人化、杜氏に
属人化された技術・ノウハウをデータをもとに可視化すること
による若い人材への技術継承を検証しました。

石川酒造株式会社
酒造りの工程における

IoT技術を用いた
品質管理 ・ 技術承継の検証

令和５年度選定企業

スマートフォンから現役の産婦人科医、小児科医、助産師に
相談可能なオンライン医療相談「産婦人科・小児科オンライン」
を日野市等の住民へ提供し、妊娠中から子育てまで一貫した
サポートを行うとともに、自治体や地元クリニックとの相互紹介
による対面サポートとの融合を検証しました。

株式会社Kids Public
産婦人科 ・ 小児科オンライン
システムを活用した包括的
医療相談サービスの検証

令和４年度選定企業

PoC （１年目支援）

プロジェクト紹介

リーディングプロジェクトリーディングプロジェクト

多摩イノベーションコミュニティ多摩イノベーションコミュニティ
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公益財団法人  東京都中小企業振興公社 事業概要

← 公 社 支 援 ガ イ ド
詳 細 は こ ち ら を
ご 覧 く だ さ い

企画管理部 企画課https://www.tokyo-kosha.or.jp/kosha/public/jigyouguide/

※本資料は令和8年3月現在（令和7年度）の内容が中心となりますので、
 あらかじめご了承ください。
 令和8年度の事業詳細につきましては3月末に確定予定のため、 4月以降、
 公式HPやメールマガジンでご確認ください。
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名 称 公 益 財 団 法 人 東 京 都 中 小 企 業 振 興 公 社

設 立 昭 和 4 1 年 （ 1 9 6 6 年 ） ７ 月 2 9 日

基 本 財 産 5 5 6 , 5 8 0 千 円

職  員  数 6 6 1 名 （ う ち 固 有 職 員 2 3 6 名 ）

代  表  者 理 事 長 中 西 充

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 佐 久 間 町 １ － ９
（ 秋 葉 原 駅 か ら 徒 歩 １ 分 ）

公社について 東 京 都 に お け る 中 小 企 業 の 総 合 的 ・ 中 核 的 な 支 援 機 関 と し て 各 種
支 援 事 業 を 提 供 し 、 東 京 の 経 済 の 活 性 化 と 都 民 生 活 の 向 上 に 寄 与 。
昭 和 4 1 年 （ 1 9 6 6 年 ） に 中 小 企 業 の 下 請 取 引 の 紹 介 等 を 行 う た め 、
東 京 都 に よ り 財 団 法 人 東 京 都 下 請 企 業 振 興 協 会 と し て 設 立 。
そ の 後 、 事 務 の 移 管 や 団 体 の 統 廃 合 な ど に 伴 い 事 業 範 囲 を 拡 大 。

東京都中小企業振興公社 全体概要（令和７年４月１日現在）

本社
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秋葉原庁舎（本社）
【千代田区】

5階：総合支援課
生産性向上支援課

4階：総務課
 企画課

2階：企業人財支援課

各 拠 点 の 所 在 地 【 参 考 】
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公社の幅広いサービス

東京都中小企業振興公社は、東京都の政策連携団体として都内中小企業に

様々な支援サービスを展開する公益財団法人です。

特徴１

特徴２

企業の成長ステージに合わせた100を超える支援メニュー

支援メニューは原則無料で利用可能（一部有料）

◆ メ ー ル マ ガ ジ ン 「 T O K Y O ネ ット クラ ブま が じん 」（ 週 １回 配信 ）
都 内 中 小 企 業 向 け 支 援 施 策 を タ イ ム リ ー に 情 報 発 信 す る メ ー ル マ ガ ジ ン
経 営 者 の 方 を 中 心 に 3 0 , 0 0 0 人 以 上 の 方 々 に 配 信 し て い ま す
メ ー ル ア ド レ ス だ け で 登 録 可 能 で す ！

◆ 広 報 情 報 誌 「 T o k y o  B i z B e a t 」 （ 毎 月 1 0 日前 後に 配 送）
都 内 中 小 企 業 向 け の 情 報 誌 で す 。 中 小 企 業 支 援 施 策 の ほ か 経 営 者 イ ン タ ビ ュ ー や
専 門 家 に よ る 各 種 コ ラ ム 等 企 業 経 営 に 役 立 つ 情 報 を 掲 載 し て い ま す

◆ 公 式 X （ 旧 T wi t t e r ） （ 随 時 投 稿 ）
公 社 の 支 援 情 報 を 定 期 的 に 配 信 中 。 フ ォ ロ ワ ー 数 約 5 , 8 0 0 （ 令 和 8 年 2 月 現 在 ）

ネットクラブ会員サービス

ネットクラブ会員サービスについてはこちら！

メルマガ登録はこちら！

メ ー ル マ ガ ジ ン 「 T O K Y O ネ ッ ト ク ラ ブ ま が じ ん 」
等 に よ り 、 公 社 及 び 東 京 都 等 の 公 的 機 関 が 行 う 中
小 企 業 支 援 施 策 情 報 を お 届 け す る サ ー ビ ス
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公 社 支 援 メ ニ ュ ー ５ つ の ポ イ ン ト

① 経 営 相 談 ② 助 成 金

○60名以上の様々な分野で活躍する専門家に相談
 できます

○創業や海外相談など専門的な相談にも対応

⑤ 知 的 財 産

○特許や商標等の知的財産に関する専門知識を有する
アドバイザーがバックアップ

○大企業や大学等が保有する知財を活用した事業化を
 支援します

○製品開発、販路拡大など、ご希望に合わせて選ぶことが
できます

○最大助成限度額２億円（設備投資助成）

④ 人 材 支 援

○経営者等の資質向上やスキルアップ、能力向上を図るための
各種研修を実施します。

○「人的資本経営」を推進するための経営人材の育成等を
支援します。

4

③ 販 路 拡 大

○販路開拓の専門家が、優れた製品・技術の販路開拓を
 支援します

○リアルとオンラインを活用した国内・海外の販路開拓を
 支援します
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① 経営相談
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公 社 事 業 の 入 口 支 援 - ワ ン ス ト ッ プ 総 合 相 談 （ 本 社 ）

6

内容

・中小企業経営に関する相談窓口を毎日開設し、

各種専門家が対応（来社、電話、Eメール、オンライン）

＜相談分野＞

・創業、経営全般、ICT、税務・会計、労務、法律、

クレーム対応など

＜令和６年度実績＞

・総合相談延べ件数 16,931件（本社）

（法律相談：25.1％、資金調達：9.2％、経営全般：10.0％）

総 合 支 援 課
0 3 - 3 2 5 1 - 7 8 8 1

※ 城 東 ・ 城 南 ・ 多 摩 の 各 支 社 に も 相 談 窓 口 が あ り ま す

※ 経 営 相 談 ・ 法 律 相 談 の
オ ン ラ イ ン 予 約 も 可 能

①ワンストップ総合相談窓口 ②専門家派遣

・中小企業からの派遣要請を受けて各種専門家を現
地へ派遣し、経営に関する様々なアドバイスを実施
（登録専門家約400名）

＜費用＞有料（年最大8回まで）※企業負担1/2

https://senmonka-haken.jp/?_fsi=pw8tmwDK

＜その他専門家派遣＞

・政策課題対応型専門家派遣（無料・最大４回）
環境・デジタル・防災などの政策課題に取組む企業の個別経営課題

・カスタマーハラスメント対策に向けた専門家派遣
事業（無料・最大４回）

カスタマーハラスメント対策の実行に向けた、経営上の課題解決の
ためのアドバイスを実施

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
相
談
窓
口
予
定
表
（
本
社
）
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創 業 支 援 拠 点 の 運 営 事 業 等
創 業 支 援 課
0 3 - 5 2 2 0 - 1 1 4 1

TOKYO創業ステーション（丸の内）

内容

・セミナーを多数開催するほか、プランコンサルティング、専門相談、金融機関の現役職員による融資相談により、ワン

ストップで創業を強力に支援

・プランコンサル終了者へ販路支援や助成金支援。（顧客獲得実践支援助成事業：助成限度額1500万円・助成率1/2）

・海外展開等をテーマにしたイベントの開催や相談会を実施し、海外スタートアップに関する情報を提供 

7

シニア創業促進事業

内容

・55歳以上のシニアを対象としたビジネスプ

ランコンテストを開催

・ファイナリストに起業支援資金を交付

創業活性化特別支援事業

内容

・創業予定者等に対して、事務所賃借料等の一部を助成

・助成限度額400万円、助成率2/3以内

・既存施設の改修工事等(限度額9,000万円、補助率2/3以内

インキュベーション施設整備・運営費補助

創業助成

イベント・セミナー

コンシェ
ルジュ

事業アイディアの具体化
起業の疑問に回答 事業計画書作成支援

顧客獲得実践支援
プログラム

Startup Hub Tokyo（１F） Planning Port（２F） Advance Port（３F）

コミュニティマネージャー

専門相談

融資相談

準備
フェーズ

実践
フェーズ

ハンズオ
ン支援
＋

助成金

プランコンサルティング

起業に関心を持った方 事業計画書を作成したい方 プランコンサルティング終了者

・事業アイディアを具体
化できるセミナー
・事業計画書の必要性や
作り方に関するセミナー

・事業計画作成テキスト
・事業計画作成解説動画
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創 業 支 援 拠 点 （ 多 摩 ） の 運 営 事 業

8

ＴＯＫＹＯ創業ステーションＴＡＭＡ 概要

内容

・場所：立川市緑町３－１（GREEN SPRINGS Ｅ２ ３階）

・大学、自治体などの地域の創業支援機関との連携を強化

（共同企画や出張型の支援を展開）

・身の丈創業、学生起業、地域課題解決型起業など、

多摩の地域特性を踏まえた企画を実施

[創業コンシェルジュ]

・起業に関する幅広い相談サービスを提供、出張

サービスも実施

[掘り起こしイベント]

・起業への興味を喚起するためのイベントをほぼ毎

日開催

[利用者間の交流促進]

・交流を促すラウンジスペースを設置

Startup Hub Tokyo

[プランコンサルティング]

・事業アイディアの具体化に向けた事業計画の策定

支援を実施

[専門相談、業種別セミナー]

・法務、税務等の専門相談を実施するほか、業種に

特化した課題をテーマとしたセミナーを開催

[テストマーケティング]

・製品・サービスの仮説検証の場として、テスト

マーケティングの機会を提供

Planning Port

多 摩 創 業 支 援 課
0 4 2 - 5 1 8 - 9 6 7 1
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② 助成金

9
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公 社 の 助 成 金 一 覧 （ 製 品 開 発 系 ）

10

助成金一覧:https://www.tokyo-kosha.or.jp/support/josei/index.html

〇製品の企画構想から、試作品の開発、既存製品の改良、展示会出展等、開発にかかる各プロセスごとに様々な助成金を実施。
〇試作品開発の中でも、東京都が重点分野として設定する「社会的な課題解決（防災、高齢者対策、女性活躍等）を目的とした
助成金も多く実施。

製品開発系 助成金 ※令和７年度版
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公 社 の 助 成 金 一 覧 （ そ の 他 ）

11

〇製品開発以外でも、創業、商店街、新たなサービス開発、生産性向上、DX、知的財産、設備投資、事業承継、危機管理等
中小企業の多くの課題に対応する多様な助成金を実施。

助成金一覧:https://www.tokyo-kosha.or.jp/support/josei/index.html

その他 助成金 ※令和７年度版
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新製品・新技術開発助成事業

12

<企画・構想>

本格開発の前に
技術的課題を検討

<試作開発>

新製品・新技術
の試作

<市場投入>

 販路開拓に向け
た製品のPR

＜改良・実用化＞

国内外の市場や
ニーズに向けて
改良・実用化

対象者 中小企業者 等

助成限度額 ２，５００万円

助成率 １/２以内 ※一定の賃上げを実施する場合は３/４以内（小規模企業者４/５以内）

対象経費
原材料・副資材費、機械装置・工具器具費、委託・外注費、
産業財産権出願・導入費、専門家指導費、直接人件費

対象期間 １年９ヶ月

申請受付期間 令和８年３月27日（金）～４月17日（金）17:00まで

◆事業のイメージ

中小企業によるイノベーションを促進し、東京の産業の活性化を図るため、中小企業が行う新製品開発や新技術開発の経費の一部を助成

目的

助 成 課
0 3 - 3 2 5 1 - 7 8 9 4
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市場開拓助成事業

13

東京都及び東京都中小企業振興公社から一定の評価又は支援を受けて自ら開発、又は「イノベーションマッ

プ」の開発支援テーマに該当する自社の技術・製品等を有する都内中小企業に対し、展示会等への出展経費の

一部を助成。

対象者 中小企業者 等

要件
東京都や東京都中小企業振興公社から評価、支援を受けた製品 又
は 成長産業分野に属する製品

助成限度額 ３００万円

助成率 １/２以内

対象経費 出展費用、ＰＲ関連経費 等

対象期間 １年３か月

支援規模 ８５件（計画）

東京都や東京都中小企業振興公社から評価、支援を受けた製品や、成長産業分野に属する製品の展示会出展等の費用を助成

目的

事 業 概 要

助 成 課
0 3 - 3 2 5 1 - 7 8 9 4
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躍 進 的 な 事 業 推 進 の た め の 設 備 投 資 支 援 事 業 【拡充】

14

内容

・先端技術を活用し企業の生産性や付加価値を高めるため、競争力強化や、後継者による事業の多角化など
を目指す際に必要となる、機械設備の購入経費の一部を助成

https://www.tokyo-kosha.or.jp/support/josei/setsubijosei/yakushin.html

・更なる発展に向けて、競争力強化を目指した事業展開に必要となる機械設備を新たに導入する事業

・事業承継を契機として、後継者による事業多角化や新たな経営課題の取組に必要となる設備等を

新たに導入する事業

・競争力強化及び生産性向上を実現し、地域経済の中心となるべく成長するために必要となる機械設備を新たに導入する事業

Ⅰ 競争力強化

Ⅱ 後継者チャレンジ

設 備 支 援 課
0 3 - 3 2 5 1 - 7 8 8 4

Ⅲ アップグレード促進

賃金の引上げを後押しするほか、小規模企業者からの高額設備投資の需要を踏まえた助成限度額の引上げを行い、支援を強化

＜件数＞R7：250件 → R8：350件 ＜小規模企業者 助成限度額＞R7：3,000万円 → R8：１億円

【令和８年度拡充内容】

【令和８年度】

※アップグレード促進区分の申請にあたっては、ゼロエミコース及び賃上げコースどちらの要件も満たす必要があります。

※賃上げコースは、賃金引上げ計画（※1）を策定し、実施した場合に適用されます。

（※1）「給与支給総額」及び「事業所内最低賃金」を一定額以上引き上げる計画

＜令和８年度 スケジュール＞

【助成事業説明会】 3/30（月）

R8募集回 申請受付期間

１回目 4/21～4/30

２回目 7/14～7/23
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DX推進トータルサポート事業 【新規】

中小企業が最新のデジタル技術等を活用し、生産性向上を図ることで、企業の持続的な成長・発展を支援するとともに、賃金の
引上げを後押しする

（関連事業）【令和８年度拡充】 中小企業デジタル導入促進補助事業

デジタルツールの導入に係る経費の一部を補助

助成率：１／２（うち小規模企業２／３） （700件）
助成額：R7年度：100万円 → R8年度：150万円 ※専門家によるフォローアップ支援も実施
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経 営 力 強 化 に 向 け た 創 意 工 夫 ﾁ ｬ ﾚ ﾝ ｼ ﾞ 促 進 事 業 【新規】

16

中小企業の成長を見据えた業務改善や新事業の展開を後押しするため、必要な経費の一部を助成するとともに、専門家によ
るアドバイスを実施
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中 小 企 業 収 益 力 強 化 サ ポ ー ト 事 業 【新規】

17

物価高騰により事業継続に苦心している中小企業に対し、収益力向上に向けた計画策定や実行に向けた伴走支援・経費の一
部助成などを実施

●助成金支援

策定した計画の実行に要する経費を助成します。

助成率：２／３    ※ 賃上げを行う企業 ３／４ （うち小規模企業） ４／５
助成額：３００万円

●コンサルタント派遣

専門家が財務状況等を分析

し、価格転嫁や商品開発等に

よる収益力向上のための計画

策定から実行までを支援します
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③ 販路拡大
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中 小 受 託 企 業 振 興 事 業 （ 旧 下 請 企 業 等 振 興 事 業 ）
取 引 振 興 課 ： 0 3 - 5 8 2 2 - 7 2 5 0
東 京 都 受 託 取 引 適 正 化 セ ン タ ー ： 0 3 - 3 2 5 1 - 9 3 9 0

①中小受託（下請）取引の振興

③中小受託（下請）取引の紛争解決・取引適正化
内容

・登録企業に対し、希望する取引条件等に適

合する取引情報を相互に提供

・受注確保を図るため、大規模展示会への共

同出展を支援

内容

・取適法（下請法）に詳しい専門相談員や

弁護士が相談対応、解決策を提示

・法務大臣のADR認証（かいけつサポート）
を取得した「東京都受託取引適正化セン
ター（旧下請センター東京）」を配置

・センターの選任する第三者（弁護士）が公

正中立な立場で、調停により簡易迅速な紛

争解決を図る

・専門相談員の企業巡回による普及啓発、講

習会の開催等

・例：受託取引（下請）基本契約書の作成方
法、取適法等の内容解説

取引情報の収集及び提供

専門展示会の出展支援 苦情紛争相談

裁判外紛争解決手続（ADR）

下請適正取引の普及啓発

19

②価格転嫁支援

内容

・価格交渉アドバイザーが価格交渉の進め方

や資料の作成方法等を支援

・原価管理アドバイザーが価格交渉時に不可

欠な個別原価管理の体制構築を支援
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中 小 企 業 ニ ュ ー マ ー ケ ッ ト 開 拓 支 援 事 業

事 業 概 要

内容

〇都内中小企業の優れた製品・技術に対して国内販路開拓を支援することにより、中小企業の育成を促進

〇具体的には企業訪問等により、以下の支援を実施

①優れた開発製品または技術に関わる具体的な取引マッチング支援

②売れる製品・技術にするためのアドバイス ③営業ノウハウの提供

〇令和７年度から新たにプライシング戦略サポーターが価格設定の考え方やノウハウをアドバイス

20

販 路 ・ 海 外 展 開 支 援 課
0 3 - 5 8 2 2 - 7 2 3 4

[ビジネスナビゲータ]

・実践的な営業経験や開発経験を有する大企業等のOB60名

・豊富なネットワークを活用して商社・メーカー等売り込み先のニーズの把握に努めるとともに、取引マッチングの機会を創出

・付加価値に関する考え方
・市場価格の調査方法
・他社の取組事例の紹介等

https://www.tokyo-kosha.or.jp/support/shien/new_market/index.html

https://www.tokyo-
kosha.or.jp/support/shi
en/new_market/index.
html
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販 路 開 拓 に お け る D X サ ポ ー ト 事 業

21

内容

・希望に合わせた複数のプログラムで、営業やマーケティングにおけるデータやデジタル技術の

活用と変革に取り組む中小企業を支援

ポータルサイト「デジポート」

ファーストステップセミナー

販 路 ・ 海 外 展 開 支 援 課
0 3 - 5 8 2 2 - 7 2 3 4

・企業事例や初心者向けの解説コラムを掲載

・販路開拓におけるＤＸの必要性・有効性の説明
や活用事例を紹介する（２回、各120社）

デジタルマーケティング導入スクール

・ＤＸによる販路開拓を実践する人材を育成する
ため、営業活動や販売促進を連続形式で講義する
（15回、120社）。

個別サポート支援

・デジタルマーケティングや販路開拓におけるＤＸ実践の
ための戦略策定・実行をデジタルマーケティングアドバイ
ザーがハンズオン支援を行う（120社、各15回）
専門性の高い分野はこれに加えて専門家を派遣して支援
（各社、最大5回まで）
・オンライン展示会（ハイブリッド開催を含む。）への
出展料補助（半額相当額を上限）を実施する。

https://digiport.tokyo/
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国 際 化 支 援 事 業

①海外展開総合支援事業 ②海外進出サポート事業

内容

・専門家による海外展開に関する相談窓口

・海外ビジネス事業に詳しい企業等OBを配置

し、専門商社のネットワークを活用し海外

市場での販売を目指す

・プランマネージャーが情報提供、相談対応、

プラン策定等の初期段階の支援を実施

・講習会等を通じ、貿易事務に精通した人材

及び海外展開の中心的役割を担える人材を育成

・海外諸機関と連携し、海外企業CEOやバイヤーと

商談会を開催。

内容

・海外進出を目指す都内中小企業に対し、生産委託や

業務委託、技術連携、海外への生産拠点の設置などの

海外進出の取り組みとして、進出手法の検討から実施

まで企業ニーズに応じたきめ細かな支援を実施

22

海外ワンストップ相談窓口の設置

海外販路ナビゲータによるハンズオン支援

海外チャレンジ支援

海外展開人材育成支援

③ASEAN展開サポート事業

内容

・タイ事務所やインドネシア・ベトナム（サ

ポートデスク）において、情報提供、経営

相談、ビジネスマッチング支援など、現地

でのサポートを提供

※R8 新たに「インド」サポートデスク設置

◆ タ イ 事 務 所
の 様 子

販 路 ・ 海 外 展 開 支 援 課
0 3 - 5 8 2 2 - 7 2 4 1

ビジネスマッチング商談会
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④ 人材支援
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経 営 実 務 ・ 人 財 育 成 研 修 【 集 合 研 修 】

経 営 戦 略 課 ： 0 3 - 5 8 2 2 - 7 2 5 0

24

・経営者等の資質向上やスキルアッ プ、能力向上を図るため、 「階層別研修」 「職種別研修」
「目的別研修」に大別し実施

企 業 人 財 支 援 課
0 3 - 3 2 5 1 - 7 9 0 4

【有料】
8,000円～
20,000円
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経 営 実 務 ・ 人 財 育 成 研 修 【 講 師 派 遣 型 研 修 】

25

企 業 人 財 支 援 課 ： 0 3 - 3 2 5 1 - 7 9 0 4

【有料】 講師派遣料37,500円（税抜き）～
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⑤ 知的財産
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知 的 財 産 総 合 セ ン タ ー 事 業 東 京 都 知 的 財 産 総 合 セ ン タ ー
0 3 - 3 8 3 2 - 3 6 5 6

事 業 概 要

内容

・専門知識を有する相談員が、特許・意匠・商標・著作権・技術契約等の相談に対応

・シンポジウム、セミナーの開催

・アドバイザーが最大３年間の継続的な相談・助言等を実施

・外国（特許・実用新案・意匠・商標）出願や外国侵害調査、特許調査、外国著作権登録、

そして海外商標対策などにかかる費用の一部を助成

相談助言

普及啓発

知財戦略導入支援

27

助成事業全般

外

国

特

許

出

願 ＜ 助 成 対 象 ＞

助成金

審
査
請
求

登

録

⇒
特
許
権
発
生

中
間
手
続
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知 的 財 産 権 助 成 事 業 東 京 都 知 的 財 産 総 合 セ ン タ ー
0 3 - 3 8 3 2 - 3 6 5 6

事 業 概 要

28

海外の各種特許出願への助成を中心に、多数の助成金をラインナップ。国内向けは、大企業等の解放特許の活用支援や、優れた技
術を有するスタートアップ向けに幅広い支援を実施。
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 fin

      ご清聴ありがとうございました

最新情報が届くメルマガ登録はこちら！最新情報は公社ホームページにアクセス！
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